
令和６年度の実績 

 

【第 1回】 

日 

時 

令和 6年 7月 2日(火) 13：30～16：30 

 

会 

場 

岩槻駅東口コミュニティセンター 多目的ルームＡ 

参加者 65 機関 100 名 

内 

容 

【講師による講演】 

  テーマ『岩槻でずっと暮らしたい！を支えるために～みんなで作る地域生活支援拠点～』 

 今回は、「埼葛北地域生活支援拠点オリーバ」による、地域支援のための拠点整備を参考に、岩槻区に

おける地域生活支援拠点の仕組みを考えました。また、演習を通じて地域生活支援拠点の意義や役割を理

解することにより、必要とされる支援が緊急的な対応とならないための意見交換を行いました。 

 [講師] 

埼葛北地区地域生活支援拠点オリーバ コーディネーター 玉虫 信貴 氏 

 

【グループワーク】 

１グループ 6､7 名、12 グループに分かれてのグループワークを実施。事例による寸劇を見てから支援プ

ランを考え、地域生活拠点の仕組みが無く困ること、仕組みがあることで助かることなどから、関係機

関が連携してできる内容などを話し合いました。 

 

【参加者からの感想等】 

 ・近隣の市町村から講師の方を招いて、福祉の事例を含めた意見交換ができることはとても貴重だと感

じました。 

 ・地域で暮らし続けるための様々なヒントがいただけて、高齢者や障害者の垣根を越えて、地域づくり

を共に行う仲間が増えたと感じました。 

 ・気づく力と発信する力は、どの現場でも連携を取る時に必要だと思いました。また、暮らし方の選択

肢を増やすという視点が大変参考になりました。 

 ・地域生活支援拠点について、わかりやすい説明と具体的な実践例を聞くことができ、イメージをしや

すかったです。 

 

 

 



 

【第２回】 

日 

時 

令和 6年 10 月 28 日(月) 13：30～16：30 

 

会 

場 

岩槻駅東口コミュニティセンター ワッツルームＡ・Ｂ 

参加者 57 機関 77 名 

内 

容 

【講師による講演】 

  テーマ『リアルな思いを受け止めて～当事者の声を聴くことから始める本当の地域支援～』 

 障害のある人の意思決定支援が求められており、支援者それぞれが努力を図っています。 

時にニーズの受け止め等に行き違いが生じてしまうこともあり、障害のある人や家族の思いをくみ取

り、ニーズの把握や利用者の理解に必要なことは何か？ 

利用者のリアルな思いを受け止め、より適切な支援を追求することから地域支援の実現について考え

ました。 

 [講師] 

公立大学法人埼玉県立大学 名誉教授 朝日 雅也 氏 

 

【グループワーク】 

１グループ 5､6 名、14 グループに分かれてのグループワークを実施。講演の感想、事前に実施したアン

ケート資料を参考に、利用者の思いを受けとめる取り組み、自身や事業所、地域で共に取り組める内容

などを話し合い、グループで発表を行いました。 

 

【参加者からの感想等】 

 ・意思決定支援、差別解消、苦情、虐待と幅広いテーマが全て繋がっていることをイメージすることが

できました。 

 ・いろいろな視点を頂きましたので、現場に持ち帰り取り組みたいと思います。 

 ・日々の業務で傾聴するという支援者として大事な視点を忘れがちだったと反省しました。ネガティブ

視点でなく、強みにも目をむけたいと思います。 

 ・毎回思いますが、グループワークで異業種の方々とテーマについて、協議できることが大変勉強にな

ります。 

 ・意思決定は難しいところがあるので、もう一度考えるいい機会になりました。お互いに鎧を脱いで話

ができる関係になれるよう努めたいと思います。 

 

  



 

【第３回】 

日 

時 

令和 7年 3月 13 日(木) 13：30～16：30 

 

会 

場 

岩槻駅東口コミュニティセンター 多目的ルームＡ＋Ｂ 

参加者 64 機関 95 名 

内 

容 

【講師による講演】 

  テーマ『８０５０問題を地域で考える 

～支えあい、困りごとをキャッチする地域づくりとは～』 

岩槻区はさいたま市のなかでも高齢化率が高く、８０５０問題、ケアラーの高齢化を背景とした相談案

件が増えています。 

岩槻区顔の見えるネットワーク会議には、障害分野に限らず幅広い機関が参加していますが、高齢分野

では地域包括支援センターが参加し、テーマによっては地域の民生委員の方々にも参加していただいてい

ます。 

今回のテーマについての講演『8050 学習会：8050 問題とは？なぜ、どこが難しいの？岩槻区の支援体

制について考えよう』から、まずは８０５０問題とその背景を正しく理解し、地域の関係機関が連携して

支援につなげられるよう皆さんと学びました。 

 [講師] 

筑波大学助教 さいたま市自立支援協議会委員  大村 美保 氏 

 

【グループワーク】 

１グループ 6､7 名、14 グループに分かれてのグループワークを実施。講演の感想、事前に実施したアン

ケート資料を参考に、それぞれの立場から考える８０５０問題や既存にない取り組みのアイデアなどを

出しながら、地域連携を意識した解決策を話し合い、各グループの発表を行いました。 

 

【参加者からの感想等】 

 ・具体的な地域での対策や試みをじっくり聞きながら、各自が「これならできるかも」「こうした取り

組みでこんな効果があるのか」と気付けたと思います。 

 ・講演を聞いて個人的には、社会全体で支える仕組みをもっと強化する必要があると思いました。 

 ・８０５０問題においての地域の方へのアプローチの仕方など、参考になりました。 

 ・たくさんの事例や地域の取り組みも紹介していただき、イメージもしやすかったです。 

 

 


